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１．はじめに 

 Society5.0 の実現を図る上で，創造的問題解決能力の育成が重視されている。この能力は生活の

中の様々な場で育成することが可能であるが，学校教育においては主に「総合的な学習の時間」の

ような機会に効果的に高めていくことができる。 

 「中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」（平成 29 年告示）に示されている「探究的な

学習における生徒の学習の姿」（図 1）には，探究の過程が「課題の設定」「情報の収集」「整理・分

析」「まとめ・表現」の４ステップに整理されている。学習を進める中で，考えが広がったり深まっ

たり，あるいは課題が更新され新たな課題を解決しようと学習に取り組むといった過程が繰り返さ

れる構造になっている。 

  

表１ 「総合的な学習の時間」と「書くこと」領域の類似点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 探究的な学習における生徒の姿 

 

図２ 「書くこと」領域の構成 

総合的な学習の時間
探究の過程 第１学年 第２学年 第３学年

課題の設定
①日常生活や社会に目を向けた時に湧き上
がってくる疑問や関心に基づいて，自ら課
題を見付け

題材の設定 日常生活の中から集める

情報の収集
②そこにある具体的な問題について情報を
収集し，

情報の収集
内容の検討

集めた材料を整理し，伝え
たいことを明確にする

多様な方法で集めた材料を
整理し，伝えたいことを明
確にする

集めた材料の客観性や信頼
性を確認し，伝えたいこと
を明確にする

整理・分析
③その情報を整理・分析したり，知識や技
能に結び付けたり，考えを出し合ったりし
ながら問題の解決に取り組み

構成の検討 段落の役割などを意識する
段落相互の関係などを明確
にする

論理の展開などを考える
多様な読み手を説得できる
ようにすること

考えの形成
記述

根拠を明確にしながら，説
明や具体例を加えたり，表
現の効果を考えて描写した
りする

根拠が自分の考えを支える
上で適切かどうかを考えな
がら説明や具体例を加えた
り，表現の効果を考えて描
写したりする

表現の仕方を考えたり資料
を適切に引用したりするな
どして記述する

推敲
表記や語句の用法，叙述の
仕方などを確かめる

表現の効果などを確かめる
目的や意図に応じた表現に
なっているかなどを確かめ
る

根拠の明確さなど 表現の工夫とその効果など 論理の展開など

④明らかになった考えや意見などをまと
め・表現し，

まとめ
・
表現

そこからまた新たな課題を見付け，更なる
問題の解決を始める

社会生活の中から集める

学習過程
「書くこと」

読み手からの助言などを踏まえて，自分が書いた文章のよい点や改善点を書き手自身
が見いだす。よい点や改善点を見いだす視点として，共有



 

 

「書くこと」領域の学習過程は，「題材の設定・情報の収集・内容の検討」「構成の検討」「考え

の形成・記述」「推敲」「共有」の５ステップから成る。これらは，表１に示したように４ステップ

からなる探究の過程と類似している。「書くこと」も「総合的な学習の時間」も，題材・課題の設

定→情報の収集→構成の検討あるいは整理・分析→記述・表現といった学習活動を発展的に繰り返

していく。「書くこと」の指導内容は，系統的・段階的に上の学年につながっており，螺旋的・反

復的に繰り返しながら学習し，資質・能力の定着を図ることが基本となっている。例えば「題材の

設定」では，日常生活から社会生活の中へと発達の段階に応じて題材を決める範囲を広げている。

「情報の収集・内容の検討」では，情報の収集量が増加するだけでなく，収集方法も多様化する。

「総合的な学習の時間」においては，学年ごとの明確な指導事項は示されていないものの図１に示

したように，国語科の学習と同じように螺旋的・反復的に繰り返しながら学習を進めていく。この

点でも「総合的な学習の時間」には，「書くこと」との共通点があると言ってよいだろう。したが

って「書くこと」領域の学習は，「国語科」という教科学習の中で必要に応じて総合的に活用する

「探究の過程」を経験することだと分かる。このことは見方を変えると，「総合的な学習の時間」

における学びの経験は，「書くこと」領域の学習プロセス及び，国語科の見方・考え方を強化する

ことにも結び付いているとも言える。つまり，国語科の「書くこと」と「総合的な学習の時間」

は，双方が探究のプロセスを抱え込んでおり，一見無関係なレールの上にありながら，実は補完的

に機能していると言える。「総合的な学習の時間」の中で，国語科の見方・考え方を活用する場面

は増大し，その資質・能力は洗練され緻密化されより高度なものになっていく。したがって，国語

科の学習において，国語科の見方・考え方を意図的・計画的に育成していかねばならない。  

  

２．探究的な活動（創造デザイン科）との関わりについて 

（１）探究的な活動に生かされると考える資質・能力について 

  Society5.0 の実現を目指す中，学校教育では，既存の型にとらわれないアイディアを見出し，新

たな仕事を生み出すなど，自ら道を切り拓くことができるような資質・能力を育成することが求め

られている。本校は，令和３年文部科学省の研究開発制度により「創造デザイン科」を新設し，実

践を進めてきた。Society5.0 以降の社会において新たな価値を創造する資質・能力（表２）のうち，

「デザイン思考」と「書くこと」領域との親和性が高いことが分かった。さらに，この「デザイン

思考」は，深い学びの実現において「見方・考え方」を自在に働かせる手法として有効であるとい

える。  

  また，先に述べたように「総合的な学習の時間」と「書くこと」領域の指導事項に類似点が見ら  

 

表２ 新たな価値を創造する資質・能力とその定義 

 新たな価値を創造する資質・能力  定義  

１  創造に関する基礎的な知識・技能  
創造やイノベーションの定義，マインドマップ，ブレインストーミング

など，新しく価値あるものを生み出すことに関する基礎的な知識・技能。 

２  デザイン思考  

問題解決の思考法の一つ。対象とする問題を解決するために，認識され

ていない内なる課題を見出し，発散的思考と収束的思考を繰り返すこと

で，設定した課題を解決するための最適な手立てを考えていく思考法。  

３  イノベーターのマインドセット  

「既存の考えに捉われることなく，斬新な発想を歓迎し，失敗してもい

いからひとまずやってみる。」，「自分には，周囲の世界を変える力がある。

自分には，何かを生み出し，実行する力がある。」など，イノベーターが

有している態度。  



 

 

れることから，今年度本校国語科部会では「書くこと」が学習目標の一つとなる単元を計画し，「書

くこと」を言語活動の中心に据えた実践に取り組むこととした。「書くこと」領域の中でも，「情

報の収集」の過程に重点を置き実践を進めることに決めた。多くの情報を集め，それらの中から必

要な情報を取捨選択したり，それらを相手の立場から情報の整理・発信の仕方を工夫したりする。

あるいは，他者に自分の考えを伝えるために，複数の観点から分析し，適切な根拠を吟味する。こ

のような学習過程はもちろん，学習そのものに喜びを持たせたい。さらに，国語科の学びは「総合

的な学習の時間」だけでなく，全ての教科と往還し支えており，「学ぶこと」そのものに価値を見

いだせるような生徒の育成を目指す。  

  

（２） 探究的な活動に生かされると考えられる資質・能力を育成するための手立て 

①１年生 

本プロジェクトでは，教材「項目を立てて書こう」での学習を基とする。この教材では，「何

を」「何のために」「誰に」伝えるのかを明確にすることにより，情報を整理していく学習を行

う。その後，この学習を基盤とし，学校で行われる行事への案内状を作成する。対象は親や兄弟

等の家族と限られることになるが，実際にその案内状を渡すことまで行うことにより，相手のこ

とを考え分かりやすく伝えることを意識させたい。  

文章を書く際に，あるいは案内状を作成する際に必要な意識は「相手目線に立つ」ということ

である。「書く」ことにおいては当然意識するべきことではあるが，生徒の中でその意識が強く

保たれているとは考えづらい。そこで，アンケートを通して生徒の実態を探ると共に，本学習で

相手意識を培っていきたい。読者である相手がどんなことを考え，求め，感じているのか考察す

る「共感性」というものを意識させていきたい。  

また，学習を進めるにあたり，生徒が自ら進んで課題を見つけ改善するようにしていきたい。

案内状を作成するにあたっては，「情報の収集」及び「収集した情報の整理・分析」が必要とな

ってくる。「情報の収集」では，社会にある様々な案内状やポスターを調べることとなる。その

過程で案内状を作成する際に書かれる情報を学習することができる。そうして得た情報を「整理・

分析」することで多くの工夫点を見て取ることができるだろう。それらを基に案内状の作成にあ

たるのだが，この時に相手を強く意識させていく。数ある情報の中から，「相手が求めている情

報は何か」「相手が強く関心をもっていることは何か」という観点をもとに，案内状に取り入れ

させる。それは工夫点も同様であり，自分がしてみたいことをするのではなく，あくまでも対象

のために工夫するということを考えさせていく。  

さらに，完成した案内状を発表し，交流することで自分では気づかなかった観点を知ることも

可能である。周囲のものと比較したり，他者の意見も聞いたりすることで，より深い学びとして

いきたい。  

 

 ②２年生 

画家「レオナルド・ダ・ヴィンチ」は，絵画に興味がなくても聞いたことのある画家の１人で

あろう。レオナルド・ダ・ヴィンチの代表作の１つに『最後の晩餐』がある。この作品の素晴ら

しさについて解剖学，遠近法，明暗法の３つの観点から，具体例や図などを示してわかりやすく

論じられているのが，「君は『最後の晩餐』を知っているか」である。  

これまで生徒は，相手が理解しやすいように説明するためには，具体的な情報を示すことが大



 

 

切であることを学んでいる。また，主張に説得力を持たせるためには，根拠の適切さを吟味し，

意見と根拠のつながりを明確にして論を展開することが有効であることについても学習している。

本教材は，観点を明確にして述べることで，『最後の晩餐』の魅力を効果的に読み手へ伝えてい

る。さらに，「～（な）のだ」という断定的な文末表現が，読み手を絵画の世界へ引き込んでい

る。以上のことから，本教材は，読み手を意識して具体的な根拠を提示し，自分が感じたことを

文章にまとめるのに適しているといえる。  

そこで本単元では，まず筆者はレオナルド・ダ・ヴィンチの「最後の晩餐」について。「解剖学」

「遠近法」「明暗法」の三つの観点から作品の魅力を語っていることを，読みとる。そして，レオ

ナルド・ダ・ヴィンチだけでなく，その弟子であるジャン・ピエトリーノの模写，ルーベンスやガ

ウディンツィオ・フェラーリら複数の作者が描いた「最後の晩餐」の中から，自分が魅力を感じる

「最後の晩餐」を１つ決めさせる。三つの観点だけでなく，色彩・タッチ・素材，あるいは宗教画

としての描き方といった観点から，選んだ作者とは別の作者による作品と比較しながら鑑賞をさ

せ，選んだ作品の魅力を評論文としてまとめさせたい。  

本単元を通じて，自己の感受性と向き合い，比較することで多面的・多角的な見方ができるよう

になり，作品の魅力を伝えるために他者を意識して観点を絞り，的確な根拠を示すことが，社会の

あらゆる場面で活用できそうだということに気づく一助としたい。  

 

                                                                                           

 

レオナルド・ダ・ヴィンチ作 

 

ジャン・ピエトリーノ作 



 

 

 

１年 単元名「項目を立てて考えよう」   単元計画（４時間 ）        

次 時 学習内容・ねらい（■）主な活動等（丸数字） 評価規準（〇）3 観点【 】指導上の留意点（・） 

１ 

 

１ ■「お知らせ」や「ポスター」を見て,どのようなこと

が書かれているか考える。 

①「どのような情報が書かれているのか考える。」 

 

・単元の最後に案内状を書くことを伝えたう

えで,身近なお知らせやポスターにどんなこ

とが書かれているか考えさせる。 

２ ■「お知らせ」や「ポスター」にはどのような工夫が

されているか考える。 

 

・書かれている情報や工夫点について,なぜそ

の情報をのせ,そんな工夫をしたのかを考え

させる。 

〇見つけた情報や工夫点を使った目的がなに

かを考え,自分が作る案内状にも取り入れよ

うとしている。【態】 

３ ■案内状を作成する。 

①掲載する情報や工夫するところを「相手意識」をも

とに考える。 

②「柏樹タイム発表会」の案内状を,それぞれの保護

者の方へ向けて書く。 

〇比較や分類,関連付けなどの情報の整理の仕

方,引用の仕方や出典の示し方について理解

を深め,それらを使っている。【知】 

 

４ ■意見交流する。 

①互いの良いところや改善点を話し合う。 

②クラスメートからの意見をもとに,より良いものを

目指して案内状を仕上げる。 

 

〇「書くこと」において,目的や意図に応じて集

めた材料を整理し,案内状を書くことができ

ている。【思】 

 

 



２年 単元名「君は『最後の晩餐』を知っているか」   単元計画（５時間） 

次 時 学習内容・ねらい（■）主な活動等（丸数字） 評価規準（〇）3 観点【 】指導上の留意点（・） 

１ 

 

１ ■単元の学習計画を知り，学習課題をつかむ。 

①「最後の晩餐」知っていることを発表する。 

②通読し，文章の内容や構成を理解する。 

○意見と根拠，情報と情報との関係について理

解している。【知】 

２ ■筆者が述べる「最後の晩餐」の魅力をまとめる。 

①「解剖学」「遠近法」「明暗法」について，情報を整

理する。 

②筆者の感動が最も表れている表現を探し，魅力をま

とめる。 

○「読むこと」において，観点を明確にして文

章を比較するなどし，文章の構成や論理の展

開，表現の効果について考えている。【思】 

２ ３ ■他の作者によって描かれた「最後の晩餐」を１つ取

り上げ，その魅力について観点を絞って分析する。 

①「色彩」「タッチ」「素材」など鑑賞の観点から，作

品を分析する。 

②ダ・ビンチの作品と比較し，自分が魅力を感じる作

品を決める。 

○「書くこと」において，多様な方法で集めた

材料を整理し，伝えたいことを明確にしてい 

る。【思】 

〇自分の考えを批評文として書くための材料

を集め，観点別に分析し，自分の考えを広げ

たり深めたりしようとしている。【態】 

 

４ ■反論を想定した総括型で，評論文を書く。 

①意見文の構成について理解する。 

②作品を鑑賞する観点を絞り，構成メモを作る。 

③②を基に，評論文にまとめる。 

○「書くこと」において，根拠の適切さを考え

て説明や具体例を加えたり，表現の効果を考

えて描写したりするなど，自分の考えが伝わ

る文章になるように工夫している。【思】 

 

５ ■グループで読み合い，感想を交流する。 

 

〇「読むこと」において，文章を読んで理解し

たことや考えたことを知識や経験と結び付

け，自分の考えを広げたり深めたりしてい

る。【思】             

 

 


